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信用金庫業界における被害者救済に向けた取組み 

～実務担当者からの意見と官民一体となった取組みに向けて～ 

 

私たち信用金庫業界からは、①実務担当者の視点から見て、被害資金回復について

現在何が問題となっているか、②その解決に向けて信用金庫業界として何ができるの

か、そして民間金融機関としては限界があるので、③政府・関係機関の力をお借りし

て、官民一体となって実施することが可能な取組み――といった３点について意見を

述べさせて頂きます。 

 

１．被害者への被害資金回復のための取組み 

（１）現状の課題 

○ 振り込め詐欺救済法の認知度の低さ 

  

  

○ 不確実な被害者の情報内容     

 

 

  ○ 被害者自身による申請拒絶の申出 

 

 

  ○ 被害者が多数に上る場合の負担 

 

 

 

 

 

 

 



（２）課題解決に向けた信用金庫業界の取組み 

○ 振り込め詐欺救済法に関する周知活動の強化 

   

 

○ 被害申請を促すための取組みの一層の強化 

   

 

 

２．官民一体の取組みの実施に向けた関係機関への要望 

○ 複数の媒体を利用した政府・関係機関による周知活動の強化 

 

 

 ○ 被害者情報を提供するスキームの構築 

 

 

３．最後に ～振り込め詐欺の未然防止のために～ 

  

 

以 上 

 

ご静聴ありがとうございました。 
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